
1 9 9 6年の国際千島列島調査 (Int e r n a _

tional Kurile lsland ProJect IKIP)の 記

録を日を追って以下にまとめた。

7月 24日

千歳から新潟へ飛行機で移動。夜は新潟

市内で軽く一杯やって英気を養う。

7月 25日

新潟空港を3時半に出発、あっというま
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札幌市 高 橋 英 樹

にウラジオストックだが時差のため針を2

時間先に進めるとローカルタイムタ方 7時

10分 にウラジオストック空港に到着。金角

港に停泊している調査船オパーリン号に乗

り込む。

7月 28日

ウラジオストック市内を見物する。展望

台わきの道略縁の草地にはクサノオウやイ

チゲフウロ、ェゾォォャマハコベなどがあ
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る。夜は30度 と暑くなり寝苦しいくらいで

あった。

7月 27日

市郊外の植物国に行く。植物園といって

も野幌の森林公園に植物園が附属している

感じである。それでも入場料金 3000ル ーブ

ル(1円 が約 50ル ーブルとして、約 60円 )

取られた。一緒について来てくれたロシア

人ガイドによると採集自由との事。イチヤ

クソウを採れたのが収穫だった。林道沿い

にはノブキが多く、ウマノミツバ、ヤマブ

キショウマ、トクサ、ミヤマワラビ、クジャ

クシグなど、撹乱された所にはゴボウやオ

オバコなどがあるが、属は分かっても種類

が分からないような物も多い。植物から見

ると北海道よりは東北地方に近い感じを受

けた。アメリカのメンバーも妻」芳し、 よ う

や く日・米 露 の隊貝がそろう。夜 8時 40

分ウラジオストックを出航する。

7月 28日

日本海を北上するがいまだ宗谷海峡に達

せず。

7月 29日

昼位に宗谷海峡を西から東へ通過。日本

国籍らしい漁船も見える。北海道のすぐ近

くをロシア船に乗って通過するというのも

何とも不思議な体験である。

7月 30日

10時から船の中でミーティング。これか

らの予定や野外調査での注意がされる。こ

のへんは去年も参加している強みで余裕だ

が、研究室の配分になると各々なるべ く広

くてよいところを取ろうとして東剣になっ

てくる。私はし―ターで強制的に乾燥させ

て植物標本を作るのだが、音F屋が暑くなる

ので皆にいやがられた。それでも何 とか

ヒーターを研究室内に設置でき、標本を作

れる体制が整った。

7月 31日

千島列島域に入ったので、時計の針をさ

らに 1時間先に進める。年前中にパラムシ

ル島の西南でオホーツク海側から太平洋側

に回り込み、全 くらいになるといの左にパ

ラムシル鳥が見え始めた。年後 3時 くらい

には夕ヾラムンルとシュムシュとの問を進

む。パラムシル島の山々には雪が映え、一

方シュムシュ島の方は低平な台地状の島と

見える。夕方、北千舟最大の港町パラムシ

ル島のセベロクリリスク (柏原)に 到着。

隊長のビクターが採取許可をもらいに町へ

向かう。我らは明朝から採集できることを

夢みて床に付く。

3月 1日

早朝に船上から仰ぎ見ると、セベロクリ

リスクの後方には大雪山の山並のような景

色が広がっている。港に上陸し、 ト ラック

で町の南側にあるウテスニイ川河日付近に

移動しこのあたりで採集となる。海岸砂浜

はマルバ トウキ、シロヨモギ、ハマエンド

ウ、エゾオグルマ、ハマハコベ、ハマニン

ニクなど北海道と変わらない。丘陵地はミ

ヤマハンノキの低木林となっており所々に
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1、パラムシル島セベロクリリスク

(1996年8月 1日)

小規模な高山草原がある。

8月 2日

セベロクリリスクを出航してパラムシル

島の西南バシレヴァ湾 (武蔵湾)に 移動。

途中ひときわ近くに追って見えるパラムシ

ルの山並はすばらしい。船をベースキャン

プにしながらの調査では高山まで行き着け

ないが、千島に来れただけでありがたいこ

となので文句は言うまい。

3月 3日

パシレヴァ湾に上陸。あたりは軍事基地

だったようで広い飛行場の跡もある。かな

り種類豊富な高山植生だが飛行場跡にはム

ラサキツメクサやセイヨウノヨギリソウな

どの帰化植物も見られ、植物移動を考える

上で興味深い。午後にはベルナ トエ湖畔ま

で足を仲ばす。結局一日中一人での行動 と

なり、昼飯もカロリーメイトでしのいだ。

3月 4日

オンネコタン島の北はじネモ湾(根茂湾)

に上陸。ここは毎脇先生はじめ多くの研究

者が入った場所でもある。海岸段丘の上ま

でしっかり踏み跡道がついていた。段丘上

はツンドラ植生で構造上のようにマウンド

している上にツツジ科のわい性進木がマッ

ト状に広がっている。

3月 5日

オンネヨタン島アンギビ岬の北に上陸。

小渓流沿いの斜面によい高山草原があリチ

シマルリソウが見事であった。母船への帰

りは波が高く危険を感じた。

8月 6日

午前 9時 にボー トで出発予定だがうねり

が強く上陸中止となる。オパーリン号は 1

日中海底生物採取の ドレッジングをやって

いる。夕方になってオンネコタン島太平洋

側のムッセル湾に移動して投錨。

3月 7日

オンネヨタン島ムッセル湾に上陸。カル

デラにできたヨリセヴォエ湖 (幽仙湖)ま

で登山道がついているとの事で皆で出かけ

る。上はガスがかかり風も強い。一瞬だけ

湖面が見え―行の歓声があがる。登山道下

部の ミヤマハンノキ低木林は標高 400m

以上からハイマツ林におきかわった。

3月 8日

ハ リムヨタン島セヴェルギナ湾に上陸。

海岸のすぐ後背地に砂丘が何列もあり子上

がった湖の跡がある。ここにはイワブクロ

が非常に多かった。近 くの廃虚近くにはア

キタブキの 1群があった。パラムシル島で

リリスク
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